
共通科目

履修コース

コース基礎科目
（必修科目）

コース専門科目
（選択科目）

卒業研究
（必修科目）

大気環境概論, 水環境概論, 地域環境概論,
 Introduction to environmental science,環境情報処理, 環境社会学Ⅰ，

環境フィールド調査論,環境フィールド演習Ⅰ・Ⅱ,
 環境英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ

教養ゼミナール科目，情報科学科目，健康スポーツ科学科目，外国語科目，
全学モジュールⅠ科目，全学モジュールⅡ科目，自由選択科目，留学生用科目

環境政策コース
（主領域：人文・社会科学）

教　養　教　育

環 境 科 学 科：授 業 科 目

環境保全設計コース
（主領域：自然科学）

環境政策学Ⅰ
国際環境論Ⅰ
社会調査論Ⅰ
環境計画学Ⅰ
環境経済学Ⅱ
環境社会学Ⅱ
環境法Ⅱ
環境政策基礎演習A・B
環境政策演習A・B

国際環境論Ⅱ
環境政策学Ⅱ
環境ガバナンス論Ⅰ・Ⅱ
環境・資源経済学Ⅰ・Ⅱ
環境ビジネス論Ⅰ・Ⅱ
地球環境論Ⅰ・Ⅱ
環境哲学Ⅰ・Ⅱ
行政法
環境思想・社会運動論
環境教育論
民法
人間環境論Ⅰ・Ⅱ
環境構想論Ⅰ・Ⅱ
環境地域社会学
社会調査論Ⅱ
自然環境計画論
エコツーリズム論
廃棄物資源循環論
環境計画学Ⅱ
地域・まちづくり論
環境科学特別講義A・B
国際環境実習A・B
地域環境実習A・B
インターンシップ
社会調査演習A・B
環境キャリア概論

環境政策特別研究

環境数学
環境物理学
地球科学
環境化学Ⅰ・Ⅱ
環境生物学Ⅰ・Ⅱ
地球環境・化学基礎実験
環境生物・物理基礎実験
地球環境演習A・B
生物多様性演習A・B
生体影響演習A・B
環境技術演習A・B
地球環境実験
生物多様性実験
生体影響実験
環境技術実験

気象・大気科学
地圏水圏環境学
地震・火山学
環境シミュレーション
土壌科学
環境水理学
物質循環学
保全生物学
生態学Ⅰ・Ⅱ
生物自然史
環境統計学
生体機能学Ⅰ・Ⅱ
環境毒性学Ⅰ・Ⅱ
分析化学
環境生理学Ⅰ・Ⅱ
環境放射能論
分子生理学
都市環境設計学
廃棄物工学
環境生物工学
環境地下水学
大気・水環境工学
環境浄化工学
エネルギー工学
環境科学特別講義A・B
国際環境実習A・B
地域環境実習A・B
インターンシップ
環境キャリア概論

環境保全設計特別研究

環境経済学Ⅰ，環境法Ⅰ，環境倫理学，自然環境保全学，環境計測学，
環境基礎科学Ａ・Ｂ
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カリキュラムの特徴

学部モジュール科目

■ 文理共通の学部モジュール科目および共通科目、そして
文系は理系の科目から、理系は文系の科目からそれぞれ
コース横断科目として履修することで、知識を幅広く吸
収することができます。

■ 共通科目は、環境の諸側面を文理両面から捉える文理融
合を具現化した科目で、1つの科目を文系・理系の教員が
担当しています。環境科学を学ぶ基盤的内容になってい
ます。

■ 環境科学のトピックを英語で紹介する「Introduction to 
Environmental Science」 や環境問題を題材として英語コ
ミュニケーション能力を培う「英語コミュニケーション
I・Ⅱ」などグローバルな人材育成にも力を入れています。

■ 学部モジュール科目と共通科目から専門科目への履修が
スムースに行えるよう、橋渡し的役目を果たすコース基
礎科目群が充実しています。

■ 教養教育の「情報基礎」に加えて「環境情報処理」など、
コンピュータを用いた情報処理教育が充実しています。
インターネットを通じた地球規模での環境保護ネットワ
ークなども身近に感じることができます。

■ 環境に関連する職業に従事されている方々を講師として
招いて開講される「環境科学特別講義」では、現場での
環境問題の取り組みについて理解を深めることができます。

■ 環境問題の現状を理解する上で、大学の外に出て現場の
体験をすることが重要です。「環境フィールド演習I・
Ⅱ」など現場力を涵養する科目が充実しています。

■ コース専門科目は、環境政策コースでは「国際環境」
「環境構想」「環境まちづくり」の3サブコース科目群、
環境保全設計コースでは「環境技術」「地球環境」「生
物多様性」「生体影響」の4サブコース科目群を設け、専
門性の涵養が系統的に取り組めるようになっています。

■ 所定の単位を取得すれば「社会調査士」や「環境再生
医」の資格が取れます。

■ 「環境政策演習」や「環境保全設計演習」など少人数の
ゼミナールが充実しています。自分で積極的に問題点を
見つけだして討議することができます。

■ 合宿オリエンテーションや担当教員を割り当てるクラス
担任制度がありますので、身近に個別指導を受けること
ができます。

■ 企業、官庁、NPO などでの就労体験や職業体験を通じて、
実際の仕事の内容、社会人としての自覚と責任などにつ
いて学ぶ「インターンシップ」科目が設けられています。

■ 環境科学部ではGPA（Grade Point Average）方式により
成績の総合評価を行い、成績優秀者には早期卒業（3年間
で卒業）の道を開き、より高度な学問により早く接する
機会を制度化しています。


